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いくつかの事例から見えてくること

 ① 本人への継続的な支援（幼保・小・中学 → ）

 ② 保護者への継続的な支援（幼保・小・中学 → ）
 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

 ③ 地域での支援をつなぐためのシステム

連携協議会・市町の会議，スケジュールの設定

 ④ 地域での支援をつなぐためのツール

個別の教育支援計画，個別の指導計画，

サポートファイル，中高連携シートなど

 ⑤ 地域での支援をつなぐ人

今日，ご参加の先生方など



① 本人への継続的な支援



中学校区における連携の例 ①

 例：幼小中連携会議（3月, 5月, 8月）

 例：研修会の共同開催

 例：就学・進学児の行動観察

 例：体験入級

 例：小学校6年生への中学校進学準備支援

（例：中学校での授業体験）

 例：中学校の先生による小学校での授業の実施

 例：保護者からのサポートブックの作成講座

 例：個別の教育支援計画の作成会議



中学校区における連携の例 ②

 中学校区における授業のユニバーサルデザイン
に関する研究

 ● 相互の授業参観

 ● 授業のおける工夫の共有化

 中学校区における幼・保・小・中の夏期研修会

 ● 過去の状況の確認

 ● 支援の連続性の確保 ＋ 高等学校
＋ 卒業後機関





② 保護者への継続的な支援

小玉(2002)による保護者面談の進め方 11のステップ(一部改変)

Step 内容

１ 来談してくれたことに，感謝の意を表す

２ 子どもの良いところ，頑張っているところを伝える

３ 家庭での様子を聞き，子ども・保護者双方の頑張っているところを伝える

４ 最近，気になっているところ（問題）について話す

５
教師として，そのことにどのように取り組んでいるかを話し，協力してほしいこと
を依頼する

６ 家庭では，どのようにうまくやれているかを聞く

７ これから，どんな目標に向かって，どう支援していくか，話し合う

８ 学校で，教師として支援できることを説明する

９ 家庭で，家族がどんな支援ができるかをいっしょに考える

10 学校，家庭それぞれが取り組む支援について，確認する

11
「具体的でよい支援策を考えれたこと」「教師として頑張っていこうという意欲が
高まったこと」「家庭と協力できたこと」など，感謝の意を表す



保護者支援の
長期的プラン

 保護者の特徴

 抱える事情・価値観

 子どもへの捉え方

 ＋ 本人の自己理解

 長期プランとは？

 目標の設定

 いつ（チャンス＝機会）

 節目節目

 はやめはやめ

 何を伝えるか？

 どのように伝えるか？



③ 地域での支援をつなぐためのシステム

 今日のような「地域における連携会議」
 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

 PDCAサイクルに基づく会議 ※ 部署横断

 ● 何が課題か？（現状分析）：ひきこもりの課題

 → 実態把握の問題

 → 相談から次につながる場所がない

 → ひきこもりの専門家がいない

 ● 何からどうする？（優先順位）

 ● とりあえずの対処方法のアイディアの創案

 ● 実現性の検討


